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5 月 19 日付け事務連絡「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた学校教育活動等の実施における『学びの

保障』の方向性等について」を撤回すること（申し入れ） 

 

すべての子どもにゆきとどいた教育を実現するために、貴職の日頃の努力に心より敬意を表します。また、こ

の間、新型コロナウイルスへの対応等にご尽力いただいておりますことに感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染拡大の収束は見通せず、学校においても長期的な対策が求められています。抜

本的な対策で学習保障を考えなければならない中、5 月 15 日、文科省は「新型コロナウイルス感染症の影響を

踏まえた学校教育活動等の実施における『学びの保障』の方向性等について」を通知しました。この通知の趣旨

は「学校行事等も含めた学校教育ならではの学びを大事にしながら教育活動を進めていくことが大切であること

を踏まえ、感染症対策を講じながら最大限子供たちの健やかな学びを保障することを目指して、取組の方向性を

示すもの」とし、授業のみならず学校行事も含めた学校ならではの教育活動を最大限保障するとしています。ま

た、授業については、「学校教育法施行規則に定める標準授業時数を踏まえて編成した教育課程の授業時数を下

回ったことのみをもって、学校教育法施行規則に反するものとはされない」という、従来からの文科省の見解を

あえて示し、授業時数の確保のみをもって「学びの保障」とされることを戒めています。 

学校現場では休校期間中に、コロナウイルス感染拡大防止対策を十分に取りながら、最大限「学びの保障」を

するのにはどのようなことが可能なのか議論を重ね、学校再開後の計画も既に立てていました。生徒と教職員が

議論しながら、可能な範囲での学校行事の実施にむけ検討をすすめていた学校もあります。 

ところが、道教委は、5 月 19 日に発出した「事務連絡」において、「学校行事の精選については、今後再度臨

時休業が実施される可能性もあることから、学校再開後は、感染症対策を十分に講じた上で、教科等の学習の遅

れを補うことを最優先とし、当面の間は教科等の授業時数の確保に努めること。」としており、9 月までの学校行

事の「自粛」を現場に求めています。さらに、「事務連絡」の別紙資料において、夏・冬休みの短縮や７時間授業、

土曜授業を例示し、その際回復できる授業時数までも示しています。もちろん、学校で行われる授業は大切であ

り、「学びの保障」を考える上で欠くことのできないものではあります。しかしながら、授業時数の確保をもって

のみ、「学びの保障」がされると考えるのは、あまりにも教育の営みを短絡的・一面的に捉えた浅はかなものの見

方であり、先の文科省通知の趣旨も踏まえていません。また、この「事務連絡」が学校現場に対してどのような

影響を与えるのかという想像力にも欠け、生徒に対する「学びの保障」をどのように進めるのか必死に議論･計画

してきた教職員に対する配慮も感じられません。 

道教委は、授業以外の教育活動を「精選」し、授業時間の機械的な埋め合わせを現場に強いているだけで

す。部活動の大会中止、学校行事の縮減・延期・中止、進路活動の制限、進学・就職に対する不安など、これ

までも散々傷つき多くの不安をかかえる高校生一人一人の苦悩に寄り添うこともなく、授業時数の確保のみを

もって教育を保障したとする行政側の都合を押しつけています。新型コロナウイルスの影響が長期化すること

が予想される中、教育課程を柔軟に運用するためにも、編成主体である学校の判断が尊重されるのは当然であ

り、道教委が安易に学校の年間計画に介入することは許されません。道教委は安心して授業ができるよう、20

人学級など教育条整備をはじめ、授業時数の確保にこだわらない学びの保障をどうするのか、真剣に対策をす

すめるべきです。 

 



学校現場では既に以下のような声が上がっています 

 

・学校行事について、文科省が示した「教育活動の再開等に関するＱ＆Ａ（5 月 13 日付事務連絡）」や地域の感

染状況を見ながら方法や時期を再検討してきた。にもかかわらず、事務連絡は、それら各学校の状況をまった

く踏まえずに一方的に押しつけるものだ。 

・生徒会執行部と教職員が議論を重ね、密にならない状況を作るために、例年にこだわらない方策で学校祭を再

検討してきた。ある高校では、職員会議で検討した実施の方法を生徒に伝え、生徒会長が学校祭をできる喜び

をかみしめていた。そのような中で、このやり方は許せない。 

・事務連絡は、「行事の精選」の理由を「教科等の学習の遅れを補うことを最優先」としている。学習活動は大切

であり、重要であることは、その通りだが、授業時数を確保すれば「学びの保障」になるのかは、はなはだ疑

問が残る。 

・学校行事自粛期間を９月末までとすることの根拠がまったく示されていない。 

・「こういう事態だけれども、授業だけは何としてもやれ」としか言わず、しかも、教職員の増員や施設の整備を

伴わずに時数確保のみを求めているのは許せない。生徒と教職員が一緒になって考え、この厳しい条件の中で

もどう工夫して行事を行えるのか模索し、実行していくことが子供たちを育てる上で大切ではないか。 

・教職員は目の前の生徒に、どう学習保障しようか、これまでにない状況の中で最適な答えを出すことに労力を

さけるようにすべきであり、時数確保を目的化せず、学びの本質に目を向けることができるようにすべきだ。 

・これまで、家庭学習として生徒らが行ってきた学習の成果を認める視点はどこへいったのか？まずは、それを

示すべきだ。 

・全道で戸惑いと怒りが広がっている。そもそも事務連絡で示す内容なのか。 

 

 以上の現場の声も踏まえ、5 月 19 日付け事務連絡「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた学校教育活

動等の実施における『学びの保障』の方向性等について」の撤回を申し入れます。 

 

以 上 

 


